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三角形の中の矢印記号の付いた稲妻マークは、人が感電するリスクとなるような絶縁されていない危険な電圧が製品内
部に存在することをユーザーに対して注意喚起しています。 

三角形の中の感嘆符は、マニュアル内において安全性および操作と保守整備に関する重要な指示があることをユーザー
に対して注意喚起する目的があります。

 警告！：火災や感電を防ぐために、本機器を雨や湿気にさらさないでください。

1. この指示書を読み、守り、保管してください。
2. すべての警告に従ってください。
3. この装置を水の近くで使用しないでください。
4. 乾いた布のみを使って清掃してください。
5. 熱を発生するラジエーター、ヒートレジスター、ストーブ、その他の器具（アンプを含む）などの熱源の近くに設置しないでくだ

さい。
6. メーカー指定の付属品／アクセサリのみを使用してください。
7. すべての整備は、資格を持つ整備士に依頼してください。 電源コードまたはプラグが損傷を受けた時、器具に液体がかかった

り、器具の上に物が落ちた場合、器具が雨や湿気にさらされた場合、正常に作動しない、または器具が落下したなど、いかな
る形であれ器具が損傷を受けた場合には、整備が必要となります。

8. 器具を水または液体の近くで使用しないでください。
9. 器具を水または液体に沈めないでください。
10. 器具に対して、またはその付近で、あるいはその中に向けてエアロゾルスプレー、クリーナー、殺菌剤または燻蒸剤を使用しな

いでください。
11. 現地のすべての適用基準に従ってください。
12. 物理的な機器の設置に関して懸念や疑問が生じた場合は、認可を受けた専門技術者に相談してください。

保守整備と修理

 警告：最新の材料や強力な電子機器の使用などの先進技術には、特定の保守整備や修理方法が必要となります。 器具
に対する損傷、人的被害、新たな安全上の危険が発生するといった危険を避けるために、器具に対して行うすべての保守整備と
修理作業は、QSC認定サービスステーションまたはQSC認定国際代理店のみが行わなければなりません。 それらの修理を円滑
に行うことを顧客、器具のオーナーまたはユーザーが怠ることにより生じるいかなる怪我、損害または関係する損傷に対しても
QSCは責任を負いません。

 重要！ PoE+電源入力– PoE+ Type 2 Class 4対応。 「接続と制御」を参考にしてください。

安全性に関する重要な指示

用語および記号の説明
「警告」は、作業者の安全に関する指示です。 この警告を無視すると、怪我をしたり、死に至る可能性があります。

「注意」 は、物理的な機器への損傷の可能性に関する指示です。 これらの指示に従わないと、保証の対象とならない機器への損
傷が生じる可能性があります。

「重要」は、手順を遂行するための重要な指示または情報です。

「注記」は、役に立つ付加情報です。
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清掃

 警告：ハウジングに液体が入ると、内部の電子機器が損傷することがあります。 本製品を清掃する場合は、液体を避け、
溶剤や化学薬品は使用しないでください。 柔らかい少し湿らせた布、または乾いた布で清掃してください。

仕様と寸法
入力：48V、0.5A、23W

NL-SB42の製品仕様と寸法図は、 www.qsc.comからオンラインでご覧いただけます。

FCC声明

 注記：本機は、FCC規則第15部に従って、Class Bのデジタル装置の制限に準拠していることが試験によって確認されています。 
これらの制限は、住宅地域に設置する際に、有害な障害から適切に防護することを意図しています。 本機は、無線周波数エネルギーを
発生、使用、放射し、指示に従って設置、使用しないと、無線通信に重大な干渉を引き起こすことがあります。 しかしながら、特定の設置
において干渉が発生しないことを保証するものではありません。 本機の電源をオン／オフにすることで、本機がラジオやテレビの受信に
重大な干渉を引き起こすことが判明した場合、ユーザーは次の手段の1つあるいは複数を行い、干渉をなくすようにしてください。

• 受信アンテナの向きや場所を変える。
• 本機と受信機の距離を広げる。
• 受信機が接続されている回路とは別の回路のコンセントに本機を接続する。
• 販売店または経験豊富なラジオ／テレビ技術者に相談する。

環境
•	 推定製品寿命：10年
•	 保管温度範囲：-20°Cから+70°C
•	 相対湿度：相対湿度5～85%（結露しないこと）

RoHS声明
QSC Q-SYS NL-SB42は、欧州指令2011/65/EU–特定有害物質使用制限(RoHS2) に準拠しています。
QSC Q-SYS NL-SB42は、「中国RoHS」指令GB/T26572に準拠しています。 以下の表は、中国およびその区域で製品を使用する
ためのものです。

QSC Q-SYS NL-SB42 

部件名称 
（部品名）

有害物质 
（有害物質）

铅 
（鉛）

汞 
（水銀）

镉 
（カドミウ

ム）

六价铬 
（六価クロ

ム）

多溴联苯 
（多臭素化
ビフェニル）

多溴二苯醚 
（ポリ臭素化ジフ
ェニルエーテル）

电路板组件 
（PCBアセンブリ）

X O O O O O

机壳装配件 
（シャーシアセンブリ）

X O O O O O

本表格依据SJ/T 11364的规定编制。
O：表示该有害物质在该部件所有均质材料中的含量均在GB/T 26572规定的限量要求以下。
X：表示该有害物质至少在该部件的某一均质材料中的含量超出GB/T 26572规定的限量要求。

（目前由于技术或经济的原因暂时无法实现替代或减量化。）
この表は、SJ/T 11364の要件に従って作成されています。
O：該当部品の均質材料すべてにおいて該当物質の濃度が、GB/T 26572が規定する関連閾値よりも低いことを示しています。
X：該当部品の均質材料のうち、少なくともいずれか一つにおいて、該当物質の濃度が、GB/T 26572に規定される関連閾値よりも高いことを示していま
す。

（内容物の交換および削減は、技術的または経済的な理由で、現在実現できません。）
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内容物
 

（1x）

NL-SB42

 

（1x）

壁取り付けブラケ
ット

 

（2x）

ゴム足とねじ

 

（4x）

壁掛け用ワッシャー

 

（1x）

保証書

 

（1x）

安全に関する情報

接続と制御
フロント
1.	 LEDライトバー：NL-SB42の状態を表示します。

後面
1.	 Q-LAN/PoEポート：Q-LAN接続用です。 NL-SB42は、PoE対応デバイス（PoE+ Type 2 Class 4対応）です。 このポートに接続

された適切なPoEネットワークスイッチまたは電源を使用してください。

2.	 IDボタン：押すとQ-SYS DesignerソフトウェアおよびQ-SYS Configuratorで本製品を識別します。

3.	 リセットボタン：リセットボタンを使用すると、デフォルトのネットワーク設定を復元し、工場出荷時の設定に戻すことができま
す。 リセットを試みる前に、詳細についてQ-SYSのヘルプを参照してください。

12

3

1 — 図 1 — 

— 図 2 — 

https://q-syshelp.qsc.com/
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自立設置

1. ゴム足を付属のねじで取り付けてください 
（図3）。

2. 足を折り曲げて保護フィルムを引き剥がし、
足をサウンドバーに貼り付けます（図4）。

3. サウンドバーをテーブルやサイドボードの上
に置きます。

4. サウンドバー背面のQ-LAN/PoEポートにネ
ットワークケーブルを接続します。

5. ネットワークケーブルのもう一方の端を
PoE+スイッチに接続します。

— 図 3 — — 図 4 — 

恒久設置

 重要！ サウンドバーを支えることができる面に取り付けてください。

 警告：現地の建築基準法に従ってシステムを設置してください。 認可を受けた請負業者または専門技術者を使用してく
ださい。 QSC, LLCは、ブラケットやラウドスピーカーの取り付けにおける過失に起因する損害について、一切の責任を負いませ
ん。

壁取り付けブラケットの各部説明
図 6を参照してください。

1.	 リリースラッチ

2.	 安全ロックねじ（両サイド）

3.	 ケーブルパスノッチ

— 図 5 — 

サウンドバーマウントの各部説明
図 5を参照してください。

1.	 吊り下げブラケットボス

2.	 ウォールブラケットバー

3.	 調整ナット

1

2

3

1

2

3

— 図 6 — 
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ブラケットを取り付ける
図 9を参照してください。 横向きで表示されています。

1. イーサネットケーブルをブラケットに通してから取り付け
てください。

2. 壁とブラケットの間に壁掛け用ワッシャー（4個）を配置
します。

3. 壁面の構成–木材スタッド、コンクリート、レンガ、金属ス
タッドなどに適した取付金具（別売）を使用してブラケッ
トを壁面に取り付けます。

4. 「ラウドスピーカーの配線」に進みます。

注記：イーサネットケーブルを壁に通さない場合は、中央のノ
ッチがケーブル挿入側に向くように、通常はディスプレイ側に
向くようにブラケットを取り付けます（図10）。

— 図 9 — 

— 図 10 — 

ブラケットの配置
図 8を参照してください。 横向きで表示されています。

1. ブラケットは、ディスプレイの真下の壁 などに設置します。

2. ブラケットを水平にし、アンカースロットをトレースします。

3. ケーブルの出口位置に印をつけます。

4. ブラケットを脇に置きます。

5. 壁面上部のトレースマークを通る水平線と、左右の側面ト
レースマークを垂直に通る線を引きます。

6. ケーブル用の穴をドリルなどであけます。

7. ケーブルを引き通します。

12 3

5 7

— 図 8 — 

取り付けとケーブルのオプション
サウンドバーは水平または垂直に設置でき、イーサネットケーブルは壁を通すか（ブラケットの真後ろ）、ブラケットのケーブルパス
ノッチに通します。 水平位置のブラケットからスピーカーを取り外しやすいように、リリースラッチ（図6）の付いたブラケットを下側
に配置することを推奨します。

	注記： 壁やブラケットにケーブルを通さない場合は、図7に示すように、ケーブルパスノッチをディスプレイに向けて配置してくだ
さい。 この場合、リリースラッチの付いた水平方向のブラケットが上になるように配置してください。

— 図 7 — 
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ケーブルの接続
スピーカーバーを取り付ける前に、イーサネットケーブルの
RJ45コネクタを筐体の背面にあるジャックにしっかりと差し込
んでください（図11）。

サウンドバーの取り付け
サウンドバーをウォールブラケットに押し付けます。 サウンドバ
ーのウォールブラケットバーは、ウォールブラケットにカチッと
はまり、ロックされます（図12）。

サウンドバーを水平に配置する
ディスプレイやカメラなど壁に設置されたものに合わせて、必要に応じてサウンドバーを左右に調整することができます。

1. 他のものとサウンドバーの位置関係を確認します（図13）。
2. サウンドバーをウォールブラケットから取り外します。 「サウンドバーの取り外し」を参照してください。
3. サウンドバーを希望の位置に再度取り付けます。
注記：ブラケットにロックした状態でサウンドバーをスライドさせることは推奨されません。

— 図 11 — — 図 12 — 

サウンドバーを	垂直に配置する
垂直設置の場合は、調整ナットでサウンドバーの配置を調整できます。 約1インチの調整幅があります。

1. 他のサウンドバーなど、他のものとサウンドバーの位置関係を確認します（図14）。
2. 調整ナットを回して、サウンドバーを上下させます（図15）。

— 図 13 — 

— 図 14 — 

— 図 15 — 
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サウンドバーの取り外し
サウンドバーをウォールブラケットから取り外すには、取付方向に応じてブラケットの上部または下部にあるリリースラッチを押し
てください（図17）。

右のLED左のLED

安全ロックねじを締める
安全・安心のため、ウォールブラケット両側の安全ロックねじを締めてください（図16）。

接続の確認
1. NL-SB42が適切なPoE+ネットワークスイッチに接続されると、RJ45ジャックのLEDがネットワークステータスを示します。

左のLED 右のLED
黄 緑
消灯 - 切断 消灯 - 切断/10Mbps/100Mbps
点灯 - リンク 点灯 - 1ギガビット・リンク
点滅 - 動作

2. Q-SYSのステータスについては、グリルの下にあるステータスLEDを確認してください（図18）。

識別 初期化 不具合
NL-SB42 黄 - 点滅 青 - ぼんやりと

点滅
赤 - ぼんやりと点滅

注記：NL-SB42を使用する前に、Q-SYS Designerソフトウェアを使用して、設計にサウンドバーを追加し、設定する必要がありま
す。 詳しくは、Q-SYSのヘルプを参照してください。

— 図 16 — 

— 図 17 — 

— 図 18 — 
LEDライトバー 
（グリル下）
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®

QSCセルフヘルプポータル	
情報提供用の記事、説明を読んだ上で、ソフトウェアとファームウェアをダウンロードし、製品情報やトレーニングビデオを見
てサポート事例を作成してください。 
https://qscprod.force.com/selfhelpportal/s/

カスタマーサポート
電話番号や営業時間情報を含むテクニカルサポートおよびカスタマーケアについてはQSCウェブサイトの「お問い合わせ」
ページを参照してください。 
https://www.qsc.com/contact-us/

保証
QSC限定保証書については、QSC, LLC.のウェブサイトwww.qsc.comにアクセスしてください。

© 2022 QSC, LLC. 無断複写、複製、転載を禁じます。 QSC、QSCのロゴ、Q-SYSおよびQ-SYSのロゴは、米国特許商標局および他の国で登録さ
れたQSC、 LLCの登録商標です。 特許が適用されるまたは出願中の場合があります。 その他の登録商標は全てそれぞれの所有者の財産です。

www.qsc.com/patent

https://qscprod.force.com/selfhelpportal/s/
https://www.qsc.com/contact-us/
http://www.qsc.com

